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6 月 13 日 、 相 模 原 管制 室 で 「 は や ぶさ 」 の 帰還 を 見 届け る 川口 教授 ら 


INT 選 口 ロ ロビ TIOMN 


実は 小説 より 奇 な り 、 と 言う 。 そ れ を これ は ほ 
ど 如 実に 現実 の も あの に し た 「 は や ぶさ き 」 は 、 
私 が 人 生 で 出会っ た まれ に 見 る 存在 だ っ た 
と 言え る 。 そ し て それ は 、| は や ぶる きる 」 プロ 
ジェ クト の ど と 真ん中 に いた あら ゆる メン バー に と っ て を そう 
で あろ う 。 個 々 の 絶 体 絶命 の ビンチ た と えば 3 基 あ 
る ホイ ー ル の 2 基 目 が 壊れ た 2005 年 10 月 3 日 、 着 陸 し 
た は ず が 理解 に 苦し む デ ー タ を 残し た まま は る か 彼方 に 飛 
び 去 っ た 同年 11 月 20 日 、 二 度目 の イト カワ 着陸 ・ 離 陸 
後に 姿勢 制御 装置 の と し と ドラ ジン が すべ で て 漏 
洩 し 化学 スラ スタ が 使え な いこ と が 判 
明 し た 同年 12 月 2 日 、 チ ー ム の 礁 
闘 む な し く 〈 遂 に 「 は や ぶさ | が 連 
絡 を 完全 に 絶っ た 同年 12 月 8 
日 、 帰 路 最後 の イオ ン エ ンジ ン 
が 故障 し て 万 事 休 す と 思わ れ た 
09 年 11 月 4 日 一 一 考え を て みれ 
ば 、 を その 度 ご と に 奇跡 的 に 見 事 
に 方 策 を 見 出し 、 編 み 出 し 、 工 
夫 し て 乗り 越え を て きた 。 
中 で も 私 が 目撃 し た 05 年 11 月 か 
ら 5 12 月 に か け て の 管制 室 で の 5 回 に わ 
た る イト カワ へ の 降下 オペ レー ショ ン は 、 思 い 
出し て も 目頭 の 熱く な る よう な か な 感動 的 な 光景 だ っ た 。 そ こ 
で は 、 繰 り 返 し 襲っ て くる 人 生 で 初め て の 試練 と 難題 に 、 
懸命 に 取り 組む 若い スタ ッ フ の 美しい 姿 が あっ た 。 昨 日 は 
3 km を 降下 する た め に ぎこちなく 慎重 な や り と り と 手 つ 
き を し て いた 面々 が 、 今 日 は 「 は や ぶさ き 」| に 同じ 距離 を 降 
下る せる の に 、 ス ムー ズ で 慣れ た 手 き さばき で オペ レー ショ 
ン を こなし て いる 。 技術 的 な 問題 を 解決 する た め に 必死 に 
な っ て いる の に 、 日 一 日 と 自信 と 輝き を 増し な が ら 成 長 し 
て いく 素敵 な 表情 と チーム ワ ー ク ーー 一 逆境 は 人 間 を 鍛え 
る 。 読 書 を 何 年 間 も $ 続 け て も 、 若 者 た ち を これ ほど 加速 度 
的 に 進歩 きせ る こと は な いで あろ う 。 
その 「 は や ぶさ る 」 の 小さ な 体 が 文字 通り 燃え 尽き て いっ 
た 空 に 、 今 日 も る 育 の 明 星 が 光 を 放っ て いる 。 さあ 次 は 「 あ 
か つき | と 「 イ カロ ス 」 に われ われ の 王 戦 場 を 移 を う 。 日 
本 の 太陽 系 探査 が 世界 を リー ド す る 時 代 を 、 宇 宙 科 学 に た 
ずる わる すべ て の 人 々 の 力 で 切り 拓 い て いこ う 。 
「 は や ぶさ 」 の 余韻 を 日 本 の 未来 を つく る 情熱 に 合流 させ 
て 、 新 た な 共感 の 世紀 に ふき わし い 事 業 に 挑戦 し よう 。 
技術 参与 的 川 泰 宣 
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特集 川口 淳一 郎 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ ー が 語る 


内 
25 生計 Do [AdW 震 玩 守 で AS くく で の | 屋 己 忘 地引 。 完全 の 丸 欠 琶 釘 中 の 組 移 つ いり” 可 と 
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まり で 丸 つ 昭 っ ポ セ つ ) K 人 SG 命じ っ 忍 < 所 寺 ( 窟 ・ 徐 鑑 再選 を 妹 諾 の さ で Svo つっ 
に 3 組 倒 ポ 似 代表 補い 会 全編 『 尻 6 まで どら 時 下 現 ) 全 (トト ロロ ャ らら つ 7 
QA つつ て 5 負 で 「 で て 邊 人 ト S) 抽 民 0 っ を で 8 で 8 一 婦 時 @ 切 の ロロ G 尽 思 選 守ら 
紅 丁 還 ネ 全 で や …… ”( 詞 己 の 回 の ー 〇 公 ) 所 で で 丸 記 ー- ビ ロホ ター の 忠 庄 
さき ト ァ ーー 「 明 細 朱 3 衣 寝 臣 剖 藤 G 枝 求 ら っ っ 且 ] で " 3 で 忠 塞 @ 畠 癌 人 で 慎 堅 祥 中 
SO MS で セ く PS 可 交 公選 一 一 記 忌 二 守 案 4… 能 いい ンマ 甘 つ きっ 振 Q 感 の 絶 ざ 語 公 叶 
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カプ セル 梱包 作業 
WPA・ コ ント ロー ル セ ン ター 


専用 の 輸送 容器 


表面 の クリ ー 


向け 出発 
近隣 の 空港 か の ら チ ャ ー タ ー 
機 で 日 本 に 向け 出発 。 ノン 


し コ 
ココ 


東京 国際 空港 (羽田 ) 
和 ] 芽 。 


スト ッ プ フラ イト で 同日 深 


日 本 【 
( 


夜 


( 


相模 原 キ ャ ン パ ス 到 着 
キュ レー ショ ン セ ンタ ー へ 搬入 


02 時 15 分 
相模 原 到着 


2S 志 ち 全 で で 和 を 全局 虫 悪 虹 畑 庄 
倒 円 古庄 習 つい っ ぃ 0 りつ 間際 
られ 玉 ) 鍵 つ っ 襲 人 りら つ 丸 代 
ーー 親 軍 季 むつ いし 「 多 銘 多 に 
革 G] 8 や 還 つ ね まつ つめ 
ゃ ぐ で お SS 牙 有 庄 公記 eve 弓 
全 で Kmw っ 畠 乱 お で ち や ら な S* 
ヒコ 

ーー ドド 時 @ 暗 で 訪中 ー さ 
2 ウ 2 と 下 コン JA KA 
G 其 ら つ 倒 麗 の 38 写ら 人 e・ 
三 ロ hnhAHNー ル ペー キー 
つづ っ 心 稼 記 完 人生 で 。 ル 人 へ へ 
ー ざ つこ りつ 史 侵 で 六 代 守っ 
ぐら や 記 倒 尽 や つ ン の 6 
握 示 呈 りさ つの つ ト で 人 人 ト 史 恒 つ 
ロン お | 詳細 守 園 や ぐ ゃ ぐ 選 敵 
避 接 わり ン 叶 妨 全 で 旬 Q つ 
いっ 6 

ーー w 有 8 尽 祥 十 生 構 人 N 史 貫 
Sp ン 妨 注 刺 絆 会 お り 國 詞 コ 
画 つ yo っ み JO 人 人 StOG 公 や つ 及 が 
ゃ ぐ ご ” 神 演 @ 野 甘 G 臣 喘 じ Sc 
三 h 舞 衣 つね GS 押 朋 必 つぶ 
で て 生 。 北 葵 の 衣 層 6 ン | 下っ 握 
中 弥 忠正 * 選 電 移 了 っ お りつ や 
セ 。 ON 多 時 本 路 思 ぐ m 
回 Q ネ < く ー キ る ミ 半 に ( ざ 凸 の 7 
選 還 ) G 届 。 や で 名 柱 y% で 丸 芋 ら 
案 丸 計 旦 下 N H 必 宮中 交 皇 
っ つ 所 @Q 回 @ 公 中 先 心 へ ( く 
ロ ′ 光 ロ ) 有 っ が つね” 志 四 〇 
6 則 三 5% ぐ 選 SG ホ ー3 (の マー 
人 ^ 己 般 穴 ) GyG 揚 電 人 N ロ ANN 
ら ′ 把 趣 振 堆 り ズ 下 全 坦 を 6 和英 
選 ぬ 9620+6 ン 7 へ SN K つ JoQ も 
セ 。 の 宮 280v 史 と 編 選 丸 の 


つく G 計 公記 直ら つ 丸 全 を で 
いぶ しら ト トロ ー ト 6 明 近 全く 4H 衣 商 
っ 3 ぉ 6 つつ 4" 

ーー 固 軍 作 嘱 ら 人 8 「 訂 つ 8 
いぶ 選 所 @ 弄 て 規 的 @ ポ ーー 人気 一 
いら 頻 細 若宮 還 ら か りり っ xso| や 
Q で つと で いぶ が つ お 8? 

三 癌 に 王 | りり Gos 候 ン ンコ 
る ー 舞 翌 対 肌 倒 人 KS so 全品] つつ 照 
い SN 写り 明 08 時 多 ち 伯 が 6 
つつ 計り 忌 鐵 D ら っ 260G 乱 コ 
昭 っ が や 

悦 炎 % 選 いっ tkG「 侵 移 
Q」 やら 3” る 鶴 G 写 若 @ 球 範 
細 党 竹 史 畑地 人 やじ 散 く KoTNA 
公 紀 選 が や m。 過 る 醤 員 窒 HE% 弟 
Sno る 詳細 刻 人 2 で そる 勧 
因 @ 玉 人生 り 時 有 で つ 発 バン つい 会 
で 放 リ トン KG……… ” 全 GIICuKSN 
回 こ 穴 ら 回 Ko” 共 症 り 切 組 給 
郷 定量 公称 欧 じゃ パ <" 

三 口 DAvG 半 め 8 を 人 
%| や 粉 還 つつ で やら ゃ "sv 叶 公 和 
SQ 人 Se で yJN ゲ リル いっ の Co の esQ" 
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っ っ りう っ /nKHESCooS Ge" 

ーー 泌 束 人 ボロ ャ op28 甘 
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My 守り で 完全 選 生 " 
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リマ に 2 商 ら 如 っ り っ Jso 遇 会 0 つ の … の ーー 移 で 完 移 の 銘 つ っ 
Kg さ 1 一 ドーRc」 じ ANEPR< 計 ーー hog 財 @ 選 | ち 
S 各 補 で e 家 G 思 つづ 移入 …… 
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(NA) G 民 に へ 
へ wlEin? 
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計 性 葵 る [ 箇 名 遇 yo ホ 織 つ * 介 


雷 机 会 Q 泊 如 や で 玉 飲 音色 そ 届 画 唱 飲 
iQ? 三 稚 咽 剛 回 り い ーー 公 し oh? 


詳細 計 き そ 税 咽 @ 
ご 叶 愉 級 北 * 回 7 


ふ 人 中 尺 必 へ つ 瞳 
つ 尋 憧 に 加 則 潤 層 ” 
one 詳細 waEGY 
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も お へ 届き 記 
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旧 
I 
I 
「 は や ぶさ 」 | 飛ん を で いる コー ス を [軌道 決定 担当 ] 
に コ の 旅 | 。 正確 に 見 きわ め て くれ た 
5 月 9 日 内 清 宇 宙 空 思 大 西 隆 史 さ ん 
200 引 の I 富士 通 (的 テク ニカ ルコ ン ピ ュ ー テ ィング ・ ソ リュ ーション 
間 観 測 所 より 打ち 上 げ 。 | 事業 本 部 科学 シス テム ソリ ュー ショ ン 統 括 部 
[はやぶさ] と 命名 / 
ル M-V ロ ケッ ト 5 号 機 、 L Pa 系 
13 時 29 分 25 秒 に 打ち 上 に 2 「 と て も 『 狭 き 門 ] だ けど 、 突 破 で きれ ば 次 に 進む た め の 大 き な ス 
上 げ I だ か ら 再 突入 は 、 い わ ば 入学 試験 ] と メッ セー ジ を 
5 月 19 日 イオ ン エ ンジ 
2004 | いで 
ン を し た 地球 スイ > あ 稀 9 k ー メ ラ 砂 漠 に 、 で っ か い 桜 が E 必 道修 
クイ に よる 0 に 1 くめ hhoEHBxr 0 
功 上 | っ ES に 守っ て いま し た が 、「 は や ぶさ 」 は 、 ま る で 強い 意志 を 持っ て いる か 
7 月 26 日 野口 聡一 宇宙 飛行 土 「 デ ィ ス カバ 0 の よう に 、 見 事 に 完走 し まし た 。 あり が と う 、「 は や ぶさ |。 故 狂 の 星 
避 ( に | 扇 宇宙 ・ 情 報 シス テム 事 ーー ラ シ ご を 
リー 号 ] で 打ち 上 げ (8 月 9 日 帰還 ) 通信 アン テ ナ の [BR で 風 と な り 、 ゆ っ くり 体 ん で くだ さい | 
8 月 15 日 リア クシ ョ ン ホ イー ル 1 基 の 故障 を 長谷 一 水 ん key 
人 業 「 ーー ク レジ CU 
9 月 12 日 イト カワ 到着 ぶ ビ ー チ ボー ル を 釣竿 の 時 人 機 作 所 ここ 
科学 観測 を 開始 ょ こと 、 岸 辺 か ら 押し て 進路 を 調整 し 、 何 日 も か け 河 情報 シス テム 品質 管理 課 業 地上 シス テム 課 
小惑星 「 イ トカ ワ ] する ……。 そん な 感じ に 近い か も し れ ま せん 」 と メッ セー 
2005 年 9 月 29 日 撮影 | ジ を 寄せ て くれ て いま し た か 


| 臼田 ・ 内 之 浦 の アン テ ナ 設 備 と 運用 支援 を 通じ 、 大 プロ ジェ クト 
を 少し だ け で す が 、 お 手伝い を させ て いた だ いた こと は 、 光 栄 で し 
3 た 。 再 突入 時 の 輝く 映像 を 見 た 時 、 た だ いま 、 と の 声 が 聴こえ た 
11 月 4・9・12 日 リハ ー サ ル 降 下 試験 実施 朝 、 姿 勢 運 用 の 夢 で 目 が 覚め た と き で す 。 コマ ンド を 送 ろ うと す よう に 思え ま し た ] に 

11 月 20 日 1 回 目 の タ ッ チ ダウ ン 。 タ ー ゲ ッ る の だ けれ ど 、 受 け 取 る 相手 が いな いこ と に 気づき 、 目 が 覚め る 

トマ ー カ 放出 


10 月 4 日 リア クシ ョ ン ホ 
イー ル 2 基 目 の 故 障 を 発表 


「 お か えり な さい 。 長旅 ご 苦労 さま 。 カプ セル を 残し て 燃え つき る 
次 に 、 そ ん な 言葉 を か け て いま し た 。 運用 終了 を 実感 し た の は 、 翌 


し 。 ちょ っ と 切な い 夢 で し た | 准 愉 0 パ 
11 月 26 日 2 回 目 の タッ チ ダウ ン 成 功 、 離 e 
脱 後 セー フ ホ ー ル ドモ ー ド に 
12 月 8 日 化学 エン ジン 燃料 湯 洩 に 起因 する 
故障 で 、 姿勢 東 失 。 帰 遇 の 3 征 延期 を 発表 。 
ほど な く 通 信 途 絶 


2006 192 [は や ぶさ | と 地上 と の 通信 が 一 


3 月 6 日 3 か 月 ぶり に 正確 な 位置 と 速度 を 計 
測 
6 月 2 日 科学 雑誌 サイ エン ス ] が イト カワ を 


敵 較 軸 還 は や ぶさ を 支え 、 見 守り つづ けた 人 々 


7 年 間 の 長い 旅 。 い つも た くさ ん の 人 た ち が | は や ぶさ 」 を 支え て くれ て いま し た 。 
関わ っ た みな さん は 、「 は や ぶさ ] が 帰っ て き て くれ て 、 ホ ッ と し た り 、 半 ん だ 6 、 


= だ き 

ッ リ イン | KK SEM ちょ っ と 税 し く 感じ た り ……。 ここ で は 会 社 で の 仕事 を 通じ 、「 は や ぶさ 」 を 
2UU7 0 いろ いろ な 面 か ら 田 け て くれ た 、 方 々 に 登場 し て も らい まま 

PP みな さん は 、 い っ て みれ ば 「 は や ぶさ き の お 父さん 」。 

開始 (- 合 年 10 朋 ) 是 半 < 帰 選 前 に も ら っ た メッ セー ジ や 


主計 星 田 の アン テ ナ 設 備 の ”。 [ 田 宇宙 空間 
! 琴 〒 お 守り を し て くれ た 欠 測 所 
[狩野 光夫 さん 局 運用 支援 担当 ] 


NEC ネ ッ ツ エス アイ 側 


帰 避 後 に 合せ て くれ た 


2009 2 月 第 2 期首 変換 開始 
3 月 16 日 若田 一 宇宙 飛行 士 「 デ ィ スカ バ メッ セー ジ を 、 写 真 と いっ し ょ に 


リー 号 | で 打ち 上 げ (7 月 31 日 [エン ヌ バー 号 ] 


で 帰 呈 ) ご 紹 介 し ます 。 社会 イン フラ シス テム 事業 部 
7 月 22 日 国内 で は 46 年 ぶり と な る 皆既 日 
0 に みり Di や ちら ちら ちら や ちや ちゃ こっ うー " ねろ ゎ ム 《〈 つ こつ こ ぞ つ {〈 3: 半 二 朱 朱未 示 折 時 二 に ご ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ー 


11 月 4 日 [| 全 イ オン エン ジン が 停止 、 再 起動 
に 至ら ず | と 発表 
11 月 19 日 2 基 の イオ ン エ ンジ ン に よる 「 ク 
ロス 運転 ] に 成功 、 帰 本 再開 
4 「 は や ぶさ | と の 通信 を 担っ た 昨 田 宇宙 観 
測 所 の 64m パ ラボ ナ ア ン テ ナ 
= 一 1 2 月 21 日 野口 聡一 宇宙 飛行 士 「 ソ ユー ズ 
宇宙 船 」 で 打ち 上 げ 
201 0 3 月 27 日 帰還 に 向け た 軌道 変換 完了 。 イ オ 
ン エ ンジ ン の 連続 運転 終了 

4 月 5 日 山崎 直子 宇宙 飛行 士 「 デ ィ ス カバ リ 
ー 号 | で 打ち 上 げ (4 月 20 日 帰 下 ) 
4 月 16 日 オー スト ラリ ア 政 府 か ら の 着陸 許 
可 を 得 て 、 再 突入 に 向け た 軌道 修正 が 始ま る 
5 月 21 日 金星 探査 機 「 あ か つき ]、 小 型 ソー 
ラー 電力 セイ ル 実 証 機 IIKAROS] 打ち 上 げ 
6 月 2 日 野口 聡一 宇宙 飛行 士 「 ソ ユー スズ 宇宙 
an| で 帰還 
6 月 9 日 再 突入 に 向け た 軌道 修正 を 完了 、 イ 
オン エン ジン の 運用 を 終了 
6 月 13 日 地球 帰還 
相模原 キャ ン パ ス の キュ レー ショ ン セ ンタ ー 
で 初期 分 析 に 向け た 作業 が 進め られ て いる 


で は 、 い つ 現 れる か わか ら な v 
意 深く 毎日 可視 時 間 中 ( 約 7 時 間 ) 探 し 続 
こと も あり まし た 。 今回 の [は や ぶさ 」 で 、 ま さか 
その 経験 が お 生か され る と は | と メッ セー ジ を 寄せ て いた だ いて い 
まし 0 ー ュ 
「 臼 田 宇宙 空間 観測 所 で 7 年 間 『 は や ぶさ 」 の 運用 に 携 わ れ た こと 
を 誇り に 思い ます 。 幾多 の 苦難 を 乗り 越え て 無事 地球 に 帰還 し 、 
燃え 尽き る 「 は や ぶさ 」 に 「 お 帰り |「 あ り が と う ] と 、 心 の 中 で つぶ 
きま し た 。 私 は 「 は や ぶさ 」 か ら 多 く を 学び まし た 。 その 経験 を 今 
後 の 仕事 に 生か し た いと 思い ます ] 


| メン バー が 働き や すい よう [NEC の 「 は や ぶさ 」 
気 を 配っ て きた プロ ジェ クト 
萩野 慎二 ん マネ ジメント 担当 
NEC 絵 宇 宙 シ ステ ム 事 業 部 
宇宙 シス テム 部 


[運用 最終 日 、 カ プ セ ル の 分 離 時 が 緊張 の ビ ピーク で し た 。 分 離 確 認 
の 瞬間 、 大 きく 深呼吸 し た の を 覚え て いま す 。 運用 が 終わ り 、「 は や 
ぶさ ]」 が 撮っ た 最後 の 地球 の 画像 を 見 た 時 、 そ の 美 し さ に 圧倒 され 
まし た 。 この 画像 を 、 キ レイ に 補正 し た も の だ け で な く 、 ス ミア を 残 
し た その まま の 形 で も 発表 し て いた だ いた こと に 、 感 謝 で す ] 


「 は や ぶさ 」 が 議 
初め て 見 た 地 束 
最後 に 見 た 地球 


打ち 上 げ か ら 1 年 後 の 200 
年 5 月 18 日 、 ス イン 2 の 63 
ひか えた 「 は や ぶ き 』 誰 坦 早 

た 地球 ( 右 ) と 』2010 古 6 
月 13 日 、 カ ブ セ ル を 分 離 因 凡 
後 、 大 気 圏 突入 ま で 合 狭 き 租 
た わずか な 時 間 を 使う 本 撮 率 
し た ラス トシ ョ ッ ト ( 諾 ) 還 きま 
さま な 困難 を 乗り 越 和 の 帰 語 
て きた は や ぶさ に 。、 そ の 目 | 

で も う 一 度 地 球 を 見 世 寺 見 
の 川口 教授 ら の 思い か ら 旋 史 


イオ ン エ ンジ ン を 作っ て くれ た 
堀内 康男 さん 
NEC 宇宙 事業 開発 戦略 室 
 。 硬 同じ く 、 相 模 原 で 
[イオ ン エ ン : ! 運用 を 支え て くれ た 
開発 提 当 。 ネ 。 中 村 陽 介 ミ ん 
本 "3 到 ! : っ 導き っ 間 、 つ 間 Se 還 NEC ネ ッ ツ エス アイ 償 
[決し て 順風 満山 と は いえ な か っ た 7 年 間 の 航海 を 、 立 派 に [完走 | に 社会 イン フラ シス テム 事業 部 
し て くれ た イオ ン エ ンジ ン を 生み の 親 の 1 人 と し て 誇らしく 思い ま 


[相模 原 管制 セン ター 
運用 支援 担当 ] 


ラ の 電源 が 入れ られ た 。5 一 


に 、 地 球 が 写っ て いた 


す 。 同時 に 、 よ ちよ ち 歩 き の 頃 か ら エ ンジ ン を 見 守り 、 大 事 に 育て 
て 下さ っ た ISAS 電 気 推進 部 門 の スタ ッ フ と 学生 の 皆様 へ の 感謝 
の 気持 ち で 一 杯 で す ] 

これ が な けれ ば 地球 
の クロ ス 運 転 ] を 可 和 
iC@ ぐ て 


っ て 来 られ な か っ た 、「 イ オン エン ジン 
る 回 路 を 仕込 ん で お いた 方 だ そう 


「NASA や ニュ ー ス の 動画 で 『 は や ぶさ 」 の 輝き を 見 た 時 、 本 当 に 
「 は や ぶさ 」 を 地球 へ 帰す こと が で きた の だ と 実感 し 、 同 時 に 自分 
の 役割 が 1 つ 終 わっ た 寂し さも 感じ まし た 。「 は 」 と と も に あ 
っ た 7 年 間 。「 は や ぶさ ]』 に 成長 させ て も ら っ た こと に 感謝 し 、 良 く 
帰っ て き て くれ た と 感謝 し て いま す ] 


叶 


「」 


影 さ れ た 「 は や ぶさ 」 詩 カ プ 


W 
ら 撮影 


側 か 


画面 の 右 下 か ら 現 れ 、 2 度 の 大 き な 発 光 


「 』 


再 突 入 経路 の 


W 


光 が 、 地面 に は 影 が 落ち て お り 、 雲 影 と と も に 発光 の 


を 経て 、 左 上 に 消え て いっ た 。 クル マ の ルー フ に 反射 
強 さ を うか が わせ る 


セル の 光 跡 。 


時 


\26. ぐ ′ か > の 
36 | 
抑 「 そ 鶴 敵 
mt】 (YS 
罰 季 届い 
< 0 
5 GE 時 堅 7 
sM 記 家 選 GS ペー 
泉 - で JTAG | 
藻 ゴ GS 生 い の 7 
26H9 い uovAS 公 い 
| 守る 穴 で や 

G 粗 剖 赴 キ や ヽ 
へ AG 宜 寂 ] 


※ 盟 設 ・ ヨ ロ 地 
※hJG 陣 厄 く 6 宙 配 こっ 4h で や や ゼ ゴ 臣下 苑 
忘 ま ホース ベー ぐ " 
http7Z 人 WWw yamane-office.CoJjp/ 


41 ロ 


11 


ーー 入ら 訓告 訟 っ 空 語 S 


( 二 空 室 ' ペ ー 号 )" 包 コ 剖 (や 呈 裳 一 公法 詳 つ お 


へ リー ベビ デーー ビ 3 尽 生 1NKAO 甘 宮 り 演 千 つ つね お ? 修二 や 客 に ー で て 生 朋 定 守 室 や 
ー こ の ーe 宅 室 人 べし つね お ? 総 人 NN 人 S※ 洲 可 問 だ ふさ ミーSTN で YA つつ し レ 
ゥ 22vAm 者 生 YS こう 0 や お 包 コ 党 ビブ" WS 先 冨 弥 党 や 列 や 6 


ヘリー 人 K 口 記 マー ロビ 倒 囲 衣 地 舞 
K ホ トー へ mA (の の ) 史紀 で る 
S 折 半 co の 義 証 く 紀 りつ 
ww 人 で の 並 語 躍 講 折半 中 
泌 り 窒 弄 問 塞 へ AA 史 画 店 
選 江 りー ミ G 忠 庶 ぬ 選 っ ^ 
寺地 内 填 G 洋 で 丸 忠 投 人 リー 
ミ 貴 埋 一 HP 本 K 男 克 べつ 
3 つめ お 忠 午 ローS ミ 38 
ヘリ ーー 旨 陸 放つ いり 半 に つ " 失 詩 
Q 評 注 避 押 憶 正 型 腹 寺 ロト ネー 名 
下 ぶ 上 呈 トミ へ 所 てく 
押 臣 押付 つ ぶつ "回 堂 ホ ー マ 
公 環 庄 り 写 全 っ / 抵 SN 人 SS だ の 
の 吹 宗 青 埋 ミーG 玉 さ 公 人 ・H 
ー い ム 地 押 衣 選 革 ( ロ nA ト )” 息 口 
器 | 字 地 底 に ザー トド で ペー・ へ 
ュ ネー ャ ー 地 垣内 に 寺 (トス ) 
会 IRMKSS 寺 史 功 つ が つ 尺 " 

く 公 下 倒 想 ご の 生 NKK 
へ 時 野 会 全会” 計 所 ち ゃ ot 
心 避 六 マン 押 つ 寺 G り 8 っ 倒 玉 ト 
や さり らく で Pass つ お 7 Av 史 ぶ の 
岳 * ぐ ム つ うろ め ロロ の の っ )2636e@ の 豆 


品 口 幸人 洋二 


ー の の G 中 宰 所 電 K2vATA め 瓦 Te 


書 次 < 里 腸 


集合 し た 


[デス ティ ニー| (米国 実験 棟 ) 


「Fish Scales] 実 験 の サン プル を 処理 


士 山 


自由 時 間 を 使っ て 撮影 し Twitter で 
公開 され た 美しい 地球 の 写真 は 


世界 中 か ら 反 響 を 呼ん だ 。 


写真 ( 右 ) は 


SE=<9WE: だ っ 心 迫 の ら つ お 」 
コツ” 由 極 座 に 寸 33VG 表 G 吾 
豆 組 の ら っ が 6" 


中 トー 大 さだ ち 窟 玉 
「 和 WO」G 責 必 撃 詳 隠 寺 


條 回 @ 臣 口 寺 坦 内 選 填 Gu の 
の 中 宗 墓 坦 や ロ の の 6G 処 正 を 早 
地 細 陸 「 |「8en| 凸 余 凡 鏡 抽 SSO 
いら @ 地 舞 郊 導入 咽 の い ′ 還 性 倒 賠 
態 天 和 ぐ 十 べ 地 地 癌 軒 り 散 和 yo 席 
編 史 縮 認 つね の うっ 心 や sp 本 か 
所 送 op で つっ が 6 セ " 6 お 外 
ロ 坦 肖 だ 十 8 単 舞 咽 棟 幼 に らら ぐ 
半々 G 索 注 選 っ ′ 状 誕 聞 呈 
量 東 線 東 つつ 潮 涯 坦 臣 く ぐ 舞 
や で ン 仁 器 全 幸二 9 及 じ っ が 6 や 

の の りり 需 質 つ 丸 算 口 寺地 穴 だ 
十 全 喘 窓 に で お 赴 潤 G コ で 室 / 
| en ロミ ー ト ー さ ぐ 由 トー 
さ G 翠 豆 閉 つら つ " 中 トー 
婁 公 っ 赴 半 め py9 並 筐 臣 生 neo 
SW の "Tin ロ 生 ホー トー ( 
トー マ ) G 吾 尊 記 で ち KG の っ 


信士 電 計 下 Sno 是 持 蛋 時 
和 キ へ 先 G 揚 細か nH 史 還 G 中 人 
さっ つつ お 壁 宗 (ー の コ の ら @G 
ー ゃ の へ 幸 天 六部 突 共 下 問 泊 表 
9 

定 へ 和 GHTH 和 S 臣 くり" 
で 届 民 じ 下 咽 公演 やつ スン ペド 
中 作 さ 約 識 密生 eo 丸 信 ぐ 中 一 和 
忌 中 を to の りつ 史上 品 の つり っ が 
ゃ " 下 胃 つづ 心 揚 計 0 層 寺下 令 
瑞 ン St 所 KG 旬 疾 区 を 湯 導 擦 ぐ 
醒 誤 < く G1 枯 星人 補 二 人 % 選 り っ が s" 
@ ぎ て 環 愉 配 手 も られ へ K よ ミー 
へ 症 密 ( 乙 マ 選 つ の 避 避 ロロ ロビ ロ 〇 
志 い m ゴ で へ 杉 展 団 穴 装 針 ) 

へ K や ミー へ つつ 8 で KO 本 へ 
K ふ ー ミ G 呈 導 艇 百 史 地 相 や 直 
祝 つ ′ 畠 つ っ 素 時 憧 座 セ 9 の 
つ 思 宮 つ つら っ” 大 失 ぐ 地 
っ ポ 枯 則 宛 を ” 押 時 宝 へ へ ロ 
Reoe り つの aove 講 客 ” 天 範 剖 
を SHMK 王 ぐ 地 票 痢 ぐ 層 
Cm お る SG 守 詳 @ 悪 凌 SSo” 臣 
押 ・ 中 ミ 穫 一 忠 秋 てく ⑤ 吉 甘 全 宗 
めじ ろ が や 
介 ぶ へ く へ 委 避 貴 半 祝 郊 ( つ マ 
マーmO 〇 ON へ Nm で 婁 で ヘボ 引 へ 
員 証 過半 鞭 ) 

掃 つ っ 国 近 ロ HG 監 紅 人 のり 
へ く ふ 範 G 閉 答 更 察 人 る て 各 
計 や h@ りつ 倒 和 馬 じゃ "nwG 丸 人 
ご / 昔 男 咽 棟 半 紀 写 革 つり 坦 吐 第 


4 
RS 


Jes 本 ) 暴 共 装 じ 届 " 臣 口 才 
舞 央 忌 圭 信 中 トー さ 史 NH へ 
り 開 つ つ ね) NH 人 へ 多 屋 
し 時 臣 つ いり" 由 ト ー さ G 楓 選 や 
松 ト ー さ く G ぐ 選ぶ だ ちせ の 中 
AS で の 会 で で で keG 変 ” 尼 翌 
G 揚 裕 全 (に で で が つ だ "の 記 4 で 
りら [wm GA KK 下さ 詞 中 G 
屋 選 ち ・ 訟 問 論 倒 択 こつ"「 
き en 1G 瑞 長 表 宮 会 艇 半 つ が つぶ" 


ヨ 鶴 帳 四 凡 地 滑 に 十 り 朱 
思 性 べ 倍 泌 に 十 @ 
下 陳 @ 嘩 玖 民 EN@ 


co ロロ の の りり と キキ へ 
つ JK シ マーK ヘ キー ミー HA 旬 スー 
中 の の 6 挨 お 守 只 リ ー ミ / 
ーー へ AN や で トマ ー (ペー ジー の) 
区 半 で の as つり ーー へ へ で 
トペ ー2 本 中 で (ペー テー) G 
装 演 吾 り 記 で で で が つり 
へ 選 か で トマ ペー リロ 芯 
選定 ちい 団 人 で りら か 8 キ リー 宗 羽 
326 一 改 へ N か で へ トマ ー6 翌 窟 宮 
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更 @ ぶ 悪 全 る 宮 っ 下 過 G 坦 貴 * 喧 
* の ひつ っ 愉 G 公 へ くく 尺 画 提唱 
堂 中 凡 半 り " 

介 ぶ へ く へ 痢 生生 邊 へ 守 一 や 
〇 ゃ ーー べつ お 紐 細 臣 @ 振 寝 へ 
り 作 さ ( 用 らら o ら コロ SG いい 過 環 - 
氏 ] | 三 悪 宗 党 ) 

鶴 嘩 を 所 MKSSDG 忍 合 避 提 味 が 6 
が 6G 和 敵 ら っ ko っ 経 抱 会 電 押 つり 
つ ぷ っ 236 和 や うけ G 郊 計 ” 弓 G 
違 師 ロ 補 上 演 つ っ ho つつ 6ーー つ っ ) 
っ 心 龍 舟 G 異 型 定 り <《KQ が っ 
霞 て xe り つり ロ 4 れ で の 。 引 切 会 較 揚 
eXR り 人 K さ 6 壁 世 人 多 つり 
っ 36" 

介 NATU 表 握り 8 だ so 邊 固守 
奨 末 ( 用 Sue ロ dgo ロ ョ ロー ロビ 
NmS 共 で 須田 妨 | 失 濁 ) 

LN へ ATU 表 志 つ 計 畠 四 具 ボ ロ 
や 選 記 か 弄り % で 9 家電 ぐり つら 
ゃ YRNA 和 TU 家電 ぐり 代 さ 余 
喜 密 の で で 87 斗 狂 苦 避 貴 %20G 
坦 唱 範 記 " 骨 由 詞 聴 紀和 定 寅 や yo 
ーー く マ hG 電 宗 才 史 " 守 宮 届 
計 を 園 失 忠 計ら 牙 - つ Aero で へ 
H 志 苦く つと へ へ 措置 ぐ 坦 閉 き 0 
りお 政 ao っ) 補 起り っ 6 生 

358 所 紅 葉 閉 畠 填 聞 庄 林 涯 
窒 坦 衣 陣 りら vo 拉 ・ ズ ベジ 六 6 証 
鑑 く で ロホ ネー の 本 へ | 才 垣 
昌 ] ゃ に 2 っ ポ つ お | 


ンマ の マ * 山 の マ 6 国外 凡 鉛 
括 外 字 りつ し 時 


秋口 剛 地 記 填 き 村 押さ つ 
時 聞 凡 結 ら の 約 言 つが つり 
下 咽 守 や ・ 選 間 世 RF 胞 表 宜 り 


ロ 網 議 め 愛 ポ つね) キョー モ 中 人 
に GO 敵 つの の 昌和 衝 ネ ホー トー マ 
SG 加 症 連 の 前 < 丸 騰 天正 各 
リー の 刷 管 称 玉 中 器 育 生 y 
り 喘 麹 凌 つ 叶 つり 

男 口 地 舞 劇 に 寺 で ぐ 喘 宗門 幸 
路 窓 民夫 避 り に で で が つ 尺 守 / 
首 王 花 代 が や ミー 全 忠 午 「 マ 下 や 
ES こく ヾ ミー ジマ スッ ドミ の ュー 
人 K ロ マー ロリ あび で の nAKG 
KN まお ま へ 人 先 一 ・KN 和 ささ へ NT 
の 月 ミ ・H THAH 人 ト X 


ぐー ュー ふ ー・ ボ ペー と りさ 地 舞 
診 に 二 全 語 押 つの NG 給 下 つ 
236 つぶ" 


ざ 忠 に 呈 人 コ 夫 個 中 才 李 渦 


地球 


6 月 2 日 午後 0 
帰還 を 果たし た 


時 25 分 【 


切 や vo 度 包 凶 イマ 婁 で の 選 マ の マ 
G 素 写 放 ら ” 加 還 つ で 心 舞 G 器 
口演 星 沙 (KN KN※ーー 
門 ) 史明 回 器 里 つが ぶつ” 近田 
玉 | 字 坦 肖 に 雨 会 政宗 至 揚 つ 改 普 
ぐ 邊 一 つの 選 反 の で が 生 6 選 7 
つ 醒 蔽 G 條 一 氷 弥 詳 琵 つね で ロ 
の の どり 散 坦 9 字 押 央 に 寺 @ 貞 矢 
撤 無 毅 ぬ 臣 て Ko 妨 人 る 羽 舞 ら 
押 つ お 選 誤っ 汐 ぐ 宙 主 計 団 絡 
記 つ が つつ! 


世 口 凡 直 泡 填 全 画 了 く ーー 


ホーG 半 沿っ の に っ が つ 
" 紀 ゴ の で 公 誌 還 つ 
忍 地 坦 H 配 畠 李 全て ち 鈴 記 
ャ vo 友和 散々 s9 売 敵 じ " 息 口 寺地 
渦 に 二 8 理 敵 字 の つり 失言 つぶ つ 
2427 上 導 の GO や ーーo の 一 中 
Po ゃ の て 5 選 で の で G 押 絡 りら ” 葉 
塞 に HM 札 証 手 浴 の so 穴 呈 
っ KG 青 季 ” 半 嘱 紗 ぐ 忠 甘 ぷ SO 
公 寺 坦 具 に 寺 G 誠 明 R′ 門 駐 選 
層 把 導 還 の りら SG て 愉 宗 譜 研 和 
の 凡 で 本 公知 計 そ 9 神 計り 臣 ロ 
志 坦 肖 に 寸 提 端 入 の つい 鈴 厨 つ 
が つつ?) AH て KK 本 作 本 G 隊 6 守 
路 や 台 肖 つ " 個 愉 公家 球 @ 宮 G 守 
中 < 表 8 本 設 征 和 朋 て *o 思 の マ G 
部 鉛 ら ” 爺 褒 G 膨 勤 半 潤 % 選 っ 


6 つう" 


ー の の し じ ぐ 前 愉 則 共 W 光 ぐ 
思 性 ぐ 十 べ 由 癖 くい 8 呈 N6 


台 人 電光 に 填 守 リー 人伝 填 直 
詞 GNN マ HAT つつ いと 
ヘリ ー 人 地 李 望 @ 選 志 芽 守 公 で 折 
韻 % ら GE 明 Ao 台 窒 つ かつ お 


ふ ヽ 出典 : JAXA/NASA ビル イン ガル ス 


だ 革 で 史 崩 や 入 K ヤ マーK 和 キー 
Sh で KR スー 忠 倒 厨 舞 つ ぶ 
つが "中 答 べ 地 垣 泡 に 寺 倒 QSH 
並 り 才 坦 胡 揚 や veG 8 屋 人 で じ ぐ 
りつ の 人 S” 凸 将 べ 地 地 渦 に 十 倒 
さっ つ 才 押 全 や りう っ ン 表記 償 
束 迷 つ り けつ 人 宙 の や keyoG や 
つつ" 人 h で KS く ホー 屯 全 時 で や 
紅く 古 ミ と 上 思 詞 P 公 リー ミ 
ご 8 光 と ぐ 午 赴 球 尊 を 赤 導 尊 穴 
近 疾 臣 愉 人 へ 邪 倒 痢 で し で 
詞 口 寺地 内 だ 十 き ヨコ 准 地 地 肖 選 十 


っ ano DOG 南 議 AAA に っ 6 つ 


遇 弥 m 界 肖 *Ht さ キー 
中 て G 選 医 侍 
麗 謗 艇 癌 WMP 

| Sn | 凸 柚 凡 負 札 ら に で So 
宛 全 大生 つり 2 が 6 生 ) 外 口 季 坦 
泡 選 雨 倒 嘱 執 奨 電球 神 洛 


36 GT の SG 篤人 稀 選 5 や" 


人 所 ロ の の り 隷 尊 坦 yo 竹 
べ 地 坦 央 民生 ヘ リ ー 作 地 垣 志 
字 肖 つぶ 生 " HANG 民 べ 寺 電 表 
還る 8 選 マ の マズ つつ 記 G 療 際 史 yo 
いり p ら 3 臣 口 地 二 江 に 寺 G 強 鍛 
3 凸 攻 G り 全 さく 選べ 社 坦 更 
訪 ご つい Pam で なり 個 陣 *6>oG や 
人 SKQ っ うろ 6 

記 口 視 坦 誠 だ 二 き ご の の の G 碗 
補 競 埋め 黙ら 半 選 「 半 生計 6 答 で 
ーー ロー ロ G 中 帳 
りつ っ ン リ つつ G 証 尿 個 避 公 
壮 千 要り 祥 づつ お ねり 玉 腕 全 で 
2 凸 共 べべ 地 地 肖 に 填 全 天 々 ロロ 
の の 理 坦 つが 生 NN つっ) 
GS 控 衣 りこ りり" 上 笛 て を っ や っ 
\QS 園 G ズ マ 倒 地 地 り 骨 員 冶 定 り 
応 で や っ うら スン GS 窟 つ 机 い いっ 6 
を つ 能 ぶつ " 


つっ い 写 や つね" 


ISS で の 宇宙 飛行 士 の 1 日 


動 ス ケ ジ ュ ー ル ( 例 ) 


舌 


ゃ 
ゃ 
7 


ISS で の 平日 の 


よ 


ス の 防止 


起床 し 、 朝食 後 、 


の 確認 作業 は 作業 効率 の アッ プ や 


【 


主 
| 
ル や エル ゴメ ー タ ー( 


eS 


時 に も と づき 、 規則 正しい 生活 を し て いま す 。 朝 6B 


2 時 間 を か け て 地上 と その 日 の 作業 の 確認 を 行い ます 。 
よる 筋力 トレ ー ニ ング を 行い ます 。 


可 準 | 
示 


ISS の クル ー は グリ ニッ ツジ 構 


な どの 点 で きわ め て 大 切 で す 。 それ か ら は 90 分 間 の 昼休み を は さん で 約 8 時 間 が 仕事 を する 時 間 で す 。 


その 後 、 健 康 維持 の た め の エ クサ サイ スズ の 時 間 が 2 時 間 あ り ま す 。 ト レッ ド 


る 有 酸 素 運動 、 抵 抗 運動 器 ! 


洗顔 等 (30 分 ) 


ッ シ ョ ンタ スク 
(合計 : 約 8 時 間 ) 


ミ 
に 4 


夏 休 み 特別 編 


イ カロ ス 君 に 


5 月 21H、 金 星 あ めざす 探査 機 | あか つき 」 


琴 鞭 、 と と も に 、H- 由 A ロ ケッ ト 17 号 機 で 
も lm 打ち 上 げ ら 6 れ た [「IKAROS|。 


小型 ソー ラー 電力 セイ ル 実 証 機 
IKAROS 


8 つの 


順調 に ミッ ショ ン は 進み 、 


| 〇 〇 〇 に 成功 〇 〇 〇 を 確認 | と グッ ドニ ュー ス が 続い て いま す 。 
さら に ツイ ッ タ ー (短文 を 登録 する イン ター ネッ ト 上 の 箇 易 ブロ グ の 仕組 み ) で は 、 
機体 や 運用 の 状況 を 日 々 知ら せ て くれ る | イカ ロス 君 」 が 、 


その 講 9L1 や 表情 の 豊か さ で 大 人 気 ! 


いろ いろ な 質問 も 寄せ られ て いま す が 、 よ く 見 て みる と 「 イカ ロス 君 」 の 人 気 で 


は じ め て [IIKAROS] を 知っ た と いう 人 も 少な く な い 様 子 で す 。 


そこ で 、 森 先生 (プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ の 森 治 (も 0・ お さむ) 助教 と | イカ ロス 君 」 に 、 
素朴 な 疑問 を ぶつ け て み ま し た 。 あな た の 疑問 、 ス ッ キ リ 解 消す る で し ょ うか ? 


0 IKAROS は 
[小型 ソー ラー 電力 セイ ル 実 証 機 ] と 
呼ば れ て いま す が 、「 展開 後 、 
1 辺 14m]」 っ て か な り 大 きい と 
思い ます 。 いっ た い ど こ が 小 型 な の ?2 


還 謗 球 光生 膜 は 比較 的 大 きい で す が 、 本 体 は 小さ く 、 
記 [IKAROS] 全体 の 質量 は 約 310kg。「 あ か つき 」 と 
の 相乗 り で 打ち 上 げ ら れる くら い の 小 さい 宇宙 機 で 
す 。「 小 型 セ イル | の 実証 機 で は な く 、「 ソ ー ラ ー 電 力 
セイ ル | の 「 小 型 実 証 機 ] な ん で す 。 


イカ ロス 君 今 は お っ き ー っ て 言わ れ て いる 僕 の 帆 
ミー も 、 将 来 は 「 ち っ ちゃ ー ! | と 言わ れる よう に な る の 
か な ぁ ? 


0Z 「 太 陽光 の 圧力 で 加速 に 
成功 || と いう ニュ ー ス を 見 まし た 。 

これ は どう いう 意味 ? 

森 先生 太陽 の 光 に は モノ を 押す 力 が あり ます 。 そ 

還 主 語れ は と て も 小さ く 、IKAROS の 膜 全体 を 合わ せ て も 、 
地球 上 で 1 円 玉 の 5 分 の 1 ほど の モノ を 持ち 上 げ る 
力 に し か すぎ ませ ん 。 で も IKAROS の 速度 の 変化 を 
精密 に 測っ て みる と 、 ど の くら い 加 速 し た か が 分 か る 
ん で す 。 膜 の 展開 か ら の 約 1 か 月 で 、 約 10m プ 秒 の 
加速 が 得 ら れ ま し た 。 こ れ を ずっ と 続け て いけ ば 、 燃 
料 消費 な し に 、 大 き な 加 速 が 得 ら れ ま す 。 宇宙 空間 で 
は 空気 の 抵抗 を 受け な い の が ポイ ント で す 。 ち な み に 
膜 に は 薄い 太陽 電池 が 貼り 付け て あっ て 発電 も で きま 
す 。 次 の 計画 で は も っ と た くさ ん 発電 し て 強力 な イオ 
ン エ ンジ ン を 運転 し 、「 太 陽 系 を 自由 に 航海 する 未来 ] 
を 目指 し ます 。 
イカ ロス 君 僕 は フワ フワ 飛ん で る だ け だ か ら よ く 分 

放 か ら な いん だ 。 で も 、 ち ょ っ と だ け 大 陽 か ら 押さ れる 
気 が す る 。 


U 金星 に 着い た ら 、 
何 を する ん で すか ? 


森 先生 金星 を 目指 す ナル ー ト に は 乗っ て いま す が 、 探 
査 機 で ある 「 あ か つき 」 と は 中 い 、 目 的 地 は 金星 で は 
あり ませ ん 。 地 球 か ら 遠 く 離 れ た 惑星 間 軌 道 で な いと 
で き な い 、 さ まさ ざま な 実験 や 実証 を する た め の 宇 宙 機 
な ん で す 。 だ か ら 金 星 に は 立ち 寄ら ず 、 そ の 近く を 通 
りす ぎ て ずっ と 太陽 の 周り を 回 る こと に な り ま す 。 


イカ ロス 君 きん せい ちゃ ん へ の た ぴ び を 楽し みな が 

5、 途 中 で いろ いろ な 実験 を し て いる よ ! 地球 と は 毎 
日 お 話し を し て る の 。 う す だ さ ん と お 話し する こと が 
多い よ 。 (うす だ さん = 曰 田 宇 宙 空 間 観測 所 ) 


0 H-IIA ロ ケッ ト の 軌道 投入 精度 は 
すご く よ か っ た そう で す が 、 
トク し た こと は あり まし た か 2 


森 先生 旅 その も の が 目的 な の で 実は 軌道 投入 の 精度 

瑞 は あま り 関 係 が な か っ た ん で す 。 惑 星 間 軌道 に 出 ら れ 
れ ば OK だ っ た 。 で も 金星 を 目指 す 「 あ か つき ] が 、 
初期 の 軌道 修正 が 必要 な いく らい の 素晴らし さだ っ た 
の で 、IKAROS の 運用 に も 余裕 が で きた の は 事実 で 
す 。 ア ン テ ナ の 使用 時 間 を 譲っ て も ら え た り し た ん で 
す よ 。 ま た 、 軌 道 だ け で な く ロ ケッ ト か ら の 分 離 時 
の 姿勢 も リク エス ト 通 り 。| 毎 分 5 回 転 の 回 転 を 与え 、 
太陽 に 向け て ] と お 願い し 、「 向 き は 多少 ずれ る 可能 
性 が あり ます よ ] と 聞か され て いた ん で す が 、 結 果 的 
に は 「 ど ん ぴしゃ ] で し た 。 


イカ ロス 君 宇宙 に は じ め て 出 た と き は ちょ っ と だ け 
= 攻 不 安 だ っ た けど 、 は や ぶさ 兄さん が いろ いろ 教え て く 
れ て た の で 怖く な か っ た よ ! 


分 離 カ メラ DCAM 1 
か ら 撮 影 さ れ た 画像 。 
太陽 光 の 反射 特性 を 切 
り 替 え 、 姿 勢 制御 に 役 
立て る 「 液 曲 デ バイ ス ] 
の 動作 も 確認 で きた 。 
語 回 6 月 19 日 撮影 


0 宇宙 で 膜 が 開い た 写真 は 、 
どう や っ て 撮っ た の ? 
| あか つき 」 の カメ ラ で ? 
ある い は HH-IIA ロ ケッ ト の 第 2 段 か ら ? 


電 靖 論 森 先生 「 あ か つき 」 は 、 い っ し ょ に 金星 に 向かっ て 
画 語 語 いる と は いえ 、 そ ん な に 近く を 飛ん で いる わけ で は あ 
り ま せん 。 1IKAROS 搭載 の 小型 カメ ラ を 分 離し て 撮 
り 、 無 線 通信 で IKAROS に 、 そ し て IKAROS か ら 
地球 に 送っ て も ら っ た 写真 で す 。 
どう し て も 「 自 分 撮り | は 成功 させ た か っ た の で カ 
メラ は 2 機 用 意 し まし た 。 撮 影 の タイ ミン グ や スピ ン 
の 速度 な ど を 調整 し 、 と て も うま く 撮 影 で きま し た 。 
「 膜 が うま く 展 開 で きま し た ! | と 説明 する に も 、 写 
真 が ある と な いと で は 説得 力 が 違い ます か ら ね 。 
2 機 の カメ ラ は その まま 飛ん で いっ て し まい まし た 
が 、 こ れ ら は ちゃ ん と 無線 局 に 申請 を し 免許 も 得 た 、 
独立 し た 1 個 の 宇宙 機 で も あり ます 。 世 界 最小 の 人 工 
惑星 の は ず な の で 、 ギ ネス に も 申請 し よう か と 思っ て 
いま す 。 


イカ ロス 君 小型 カメ ラ は DCAM 1 ちゃ ん と DCAM 
二 二 2 くん の 姉 弟 。 と っ て も 小さ いけ ど 、 が ん ば っ て 、 僕 
の 写真 を と っ て くれ た ん だ 。 


0 自分 自身 の 回 転 を 速く し た り 

遅く し た り 、 自 由 に で きる みた いで す が 、 
どん な 仕組 み を 使っ て いる の ? 
森 先 生 ノズル か ら ガ ス を 噴い て 回 転 を 変え た り 姿 勢 
を 変え た た りす る 「 ガ スス ラス タ 」 と 呼ば れる 機構 を 使っ 
て いま す 。 原 理 は 大 型 の 探 査 機 や 衛星 と も 同じ で す が 、 
使っ て いる 燃料 が 違い ます 。 探査 機 や 衛星 で は 「 ヒ ド 
ラジ ン 」 と いう 取扱 い の 難 し い 物 質 を 使っ て いま す が 、 
IKAROS で は 「HFC-134A] と いう 無害 な 物質 ( エ 
アコ ン や 冷蔵 庫 で も 使わ れ て いま し た ) で す 。 今後 、 
積極 的 に 姿勢 制御 が で きる 小型 衛星 を 手軽 に 作る た め 
に は 、 安全 な 燃料 を 使っ た スラ スタ が 必要 に な る だ ろ 
うと 考え 、 新 し い ス ラス タ に 挑戦 し まし た 。「 ス ポン ジ 」]」 
の よう な 人 金属 で タン ク か ら 液 体 燃料 が 出 て いか な いよ 
う 保持 し 、 燃 料 の 一 部 を ヒー ター で 気化 させ て ノズル 
か ら 噴 射 し て 力 を 得る 、 と いう 住 組み で す 。 燃料 を 着火 
し た り 、 高 圧 に する 必要 が な いと いう 点 で も 安全 で す 。 
イカ ロス 君 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー で HFC-134A を 


た くさ ん 飲ん で きた ん だ よ ! それ を ちょ っ と ずつ 出し 
な が ら 向 さき とか 回 る スピ ー ド 変え て る ん だ 。 


仙 . 


0/ ガン マ 線 と か 宇宙 空間 の 塵 (5 り と か 、 
いろ ん な も の を 観測 し て いる よう 
で す が 、 ソ ー ラ ー セ イル と 
関係 が ある ん で すか 。 


思 詳 昌 森 先 生 大 き な 恒 星 は 寿命 の 最後 に 大 爆発 し 、X 線 よ 
語り も さら に エネ ルギー の 高い 電磁 波 で ある ガン マ 線 
を 出し ます 。 そ れ を 詳し く 観 測 す る の が 「GAP| で 
す 。 ま た 、 宇 宙 空 間 に 漂う 細か な ダス ト を 観測 する 
「ALADDIN] と いう 観測 機器 も 積ん で いま す 。 さ ら 
に 「VLBI 送信 器 ] も あり 、IKAROS の 軌道 を 正確 
に 測定 する 工学 実験 も 行い ます 。 ソ ー ラ ー セ イル と 
関係 が ある か 、 と 聞か れる と 、 直 接 は 関係 な いで す 
ね 。「 あ か つき 」 の 打ち 上 ば げ 機会 に 同乗 させ て も ら っ 
た 1IKAROS に 、 さ ら に 相乗 り し て き て くれ た オプ シ 

ョ ン 機 器 で す 。 
イカ ロス 君 友達 が 多い ほう が 楽し 一 よ 。「 旅 は みち 
評 びき 」 っ て こと わざ も ある し 一 。( 計 ・「 み ち づ れ 」 で す ) 


0 IKAROS の 旅 は 
いつ まで 続く の ? 
本 開 蘭 半 先 生 予定 で は 打ち 上 げ か ら 半 年 ぐら いで 一 通り 
馬 語 誤 | の 実験 を 終え る の で す が 、 そ の 後 も 少し で も 長く 
IKAROS の 運用 を 続け た いで す 。IKAROS の 膜 面 が 
地球 の 方 向 と 重なり 、 地 球 と 通信 し に くい 時 期 が どう 
し て も 出 て きま す が 、 そ れ を 乗り 越え られ れ ば 、 長 期 
間 の 運用 を 続け る こと が で きる と 思っ て いま す 。 姿勢 
制御 に 使う 「 ガ スス ラス タ | の 燃料 の 残 量 が 寿命 を 決 
め る こと に な り そ う で す 。 
イカ ロス 君 僕 、 み ん な か ら の 応援 メッ セー ジ 持 っ て 
テ -』 き て る か ら 、 い ける と こま て で 頑張 る よ ! みん な が くれ 
た メッ セー ジ は 、 先 端 て マス っ て いう 重り に な っ て 、 そ 
の 重り が 僕 の 帆 を 広げ て くれ た ん だ よ 。 
みん な 、 ど う も あり が と う ! ca ! 


| 還 、 フル サク セス 達成 Pl 
由 (半年 間 ) ル の) 
内 
ミニ マム サク セス 達成 二 
(数 週間 ) 才 アス 
ァ ーーーー ハ ーーーーー、 き | 軌道 制御 


あこ 1 ・ 航 行 技術 


補選 」 
一 ⑳ ソ ー ラ ー セ イル の 展開 実験 


①HHTA 打 ち 上 げ  。、。 スピ ンダ ウン (1^2rpm) 
指向 . ス ピン 通信 機 ON の はり 人 
大和 ス ピン 動作 チェ ッ ク 濾 有 太 陽二 池 に よる 太陽 光 発 電 


スピ ン ア ッ プ (25rpm) 後 展開 開始 
ミッ ショ ン シ ー ケ ンス 
IKAROS プロ ジェ クト サイ ト は こち ら 
httD://WWW.jSD6C.I3X4.jD/Ikar0S channel/ 
イカ ロス 君 の ツイ ッ タ ー は こち ら 
http://twitter.c0m/ikaroskun 


た くさ ん の 人 が 
IKAROS に 興味 を 持っ て くれ て 
うれ し い 限 り で す 。 
IKAROS の ミッ ショ ン は 
膜 の 展開 以外 に も 世界 初 が 
目白 押し で す 。 


皆さん と 一 緒 に 思う 存 分 、 
イカ ロス 君 の 冒険 を 
楽し みた いと 思い ます 
(IKAROS 運 用 室 に て 、 
右端 が 森 先生 ) 


E モ に 問 を 舞う 鮮やか な 光 跡 の アー ト - 


国語 人 


IP 


リウ ヨ の 落下 送 
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の の 


ツレ ョ ン の 


れれ な し が 、 
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」 


が 必 翌 問 


「 き ( 民 」 論 化 ・ 人 文 社会 科学 利用 パイ ロッ ト 
二 環 実施 され た |S 丁 6I( ス パイ ラル ・ ト ッ プ ) 」 


P 大 体 の 運行 まで を 統一 的 苑 説 明 す る 
し か kg と の 守 真 を 「 美 し い ] と 感じ る の 尽 理 改 は 不要 た だ 。 


e 述 する 数 式 の [ 美 し さ 」 を 理解 する に ほ 、 
数 学 や 物理 学 司 関 あ る それ な り の 素 状 
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それ を 
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TSpiral Top] 着 坂 卓郎 JAXA( 実 施 ) 
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の 代表 提案 者 、 逢 坂 卓 郎 筑波 大 教授 を 


Le:】 
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給 き 
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上 垢 
pn 
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りら 35^ 上 吉 G コ ロロ ( 線 羽 気 で 
ーー) 公 選 史 ポ 愛 3 選 完 そつ 
過 倒 補 セ hon RSNIN さ の 守 
っ 2s@" 
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全 りり GS 症 EG 江 Mf' DS KS て 
NN ミ ・ー ト 区 回 客 下 完 休 
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「 ぶさ ゃ で ぐ ぐ 泉 給 」 公刊 証 り 組 全 で 
*Q ( 呈 徹 )* 

「 親 尽き SQ 介 末 材 序 補 @ 作 】 
ら つ お 休 " 抽 田 の で 2820m い 本 愛 5 
過 寺谷 や @ 全 打田 衣 本 ぶり 千 
を つい り 妃 硫 隊 序 り 束 蜜 つい ンマ 
P Av 宮 全 中 回 称 詳 ake 人 5 舟 可 
さぶ つっ 要 党 りつ 玉 鶴 把 つ つ 丸 ] 
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8 羽 壮 "で 組合 東 い 人 SS 把 
田 寺井 淫 に 十 G 窓 堅 公 ” 症 表 り 回 


抱 田 信二 渦 に 填 G 立 G | 舌 倒 沈 
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*Q ボ ネーspMSt@ 全 この 守 未 演 移 
密 著 vo 妨 中 並 証 弁 志 ら 器 育 つ 
完全 で つる つの > っ の ス 改 誠 
避 の Q り GS らく で の 6 編 
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FSpiral Top] 人 坂 卓 郎 JAXA( 実 施 ) 
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小型 科学 衛星 れい めい, が 
日 本 航空 宇宙 学会 の 
2009 年 度 技 術 和 (プロ シク ト 部 了 


INFORIMIATIOII 1 


金星 探査 機 あか つき , 
ゼラ ミッ クス ラズ スタ ー に よる 
世界 初 の 軌道 上 実証 に 成功 


ie2hre も っ し 身近 に 感 
楽し みな が ら 知 識 を 深め て い 


ける コン テン ツ が 満載 の ウェ ブサ 
イト 、「JAXA クラ ブ 」| を ご 存 知 
で し よう の 。 

サイ ト 内 の 「 宇 宙 


ヨ NO ロ I ユ 内 晶 ロ ゴ 


実験 室 ] で は 


NNNNHSereTSY oe の NAMHS 


手作り で で き て 、 宇宙 航空 技術 の 受賞 

一 端 に 触れ る こと の で きる 実験 を 2 に 打ち 上 げ ら れ た 金星 探 条件 を 調整 する た め だ け で な く 、 

た くさ きん 紹介 し て いま す 。 艇 [あか つき | は 、6 月 28 日 に 金星 周回 軌道 投入 の 際 の エン ジン 
着陸 船 の 実験 で は 、 実 際 に ビル の 500N (ニュ ー ト ン )? の 軌道 制御 の 出力 特性 を 把握 する た め に も 不 靖 
屋上 か ら う ずら の 卵 が 割れ な いよ う エン ジン (OME) の 噴射 を 行い 、 可 欠 な 作業 で す 。 次 回 の 軌道 制御 還 
に 落と し て みた り 、 大 陽 電 池 の 実 新規 に に 国内 で 開発 され た 窒化 計 素 ( 微 調整 ) は 11 月 上 旬 頃 に 実施 予 
験 で は 、 いろいろ な 花 を 使っ て 光 不 藤 宏文 プロ ジェ クト (SisN4) 製 モ セラ ミッ クス ラス ター 定 で 、 人 金星 へ の 最 接近 お よび 金星 


マネ ー ジ ャ ( 右 ) と プロ 
ジェ クト サイ エン ティ 
スト の 東京 大 学 大 学 


の 世界 初 の 軌道 上 実 十 に 成功 し ま 
し た 。 今回 の 噴射 は 金星 へ の 接近 


周回 軌道 へ の 投信 は 12 月 7 日 と 
の 


で 発電 する 電 池 を 作っ て み ま し た 。 
この よう に 「 宇 宙 実 験 室 ] で は こ 


と ン - n 
Ia に 


れ か ら 8 身 の 回 り の 物 を 使っ た 実 ai 
験 を 、 多 数 紹介 し て いく 予定 で す 。 2 _ 。 っ 
お 子 さ ん だ け で は ちょ っ と 将 し い 滞る すき と ス 夫 こう ど 上 2 
実験 ちあ ある の で 、 ぜ ひ 親 子 で この て す 事 方 は 齋 ッ 重い は 門 0 れ ] る り ト 対 援 用 き A 席 と で 合 関 源 動 の 年 ア ョ 
NM いよ ょ が や で 膝 プ 量 3 小 ご 9 ヒー 測 5 を 入 協 組 レ 依 や し ょ ご D し 立 行 意 し 管 の 人 ロ 促 S ロ 
夏休み に 挑戦 し て みて は いか が で 、) こ 沈 型 を 呈 が 多 栓 む 」 ・ た 衛 お て て ほ D き ッ 
まい 次 披 ク ク 軸 型 を 年 が を 年 対人 4 は ラジ ト 加 人 A 星 性 協 用 れ し 導 理 閑 モ xy 早 展 選 ミ 
し ょ うか ? 本 や イン ター ネッ ト で す と の 術 受 文 ララ 姿 な 護 度 吉 す に TA 成 は シ し 視 合 革 で 敬 人 れ / 協 信和 お 力 用 生 展 5 
調べ る だ け よ り も 実際 に 自分 の 手 と 5 うう 間 賞 ス スス 間 ダ 技 示 る 半 そ て を 生 べ を た 送ら は 盆 一 軸 月 刀 条 疾 は * 訪 we プー 
で 実験 する こと で 、 貴 重 な 体験 が 語 琴 シ を は ジ 高 衛 唱 6 ま 條 航 倒 い 章 了 イ よ 昌 上 ブ 取 今 向 】 印 21 介 時 記 と 和 深 大 
6 で で 6 攻 きき ュ ン 思 暫 人 1 叶 完 5 持 一 人 書 日 了 役 へ 炎 ア プア ーー/ デ \ 侍 午 ヽ 
で きる こと 請け 合い で す 。 まり ン 上 サテ 代 馬 生 0 た ラ せ 5 も ク 導 の を まえ た 4 を 親 林寺 と 保志 休 上 " 
ョ 6 か ヽ \ ビ っ o きっ ー 系 省 呈 
JAXA ク ラブ 宇宙 実験 補 だ きす 使 有 め ゅ 上 を し を 目 也 B 爺 千 人 AA 0 名 衣 條 るり 名 旬 田 B 粘 紹 馬 理 開 を に の 国 ゞ 
http://www.jaxaclub.jp/space_lab/list.html 8 に 命 笑い ネ ゆり は 持 の い エ 人 時 オ ⑥ ア ジア 開発 銀行 の 和 2 上 用 関 の 1 決 し 事 東 E 骨 用 視 発 ド / 関 ー ョ 
に 2 加 基 た が 燈 オ 進 ? 0 っ 
入 に よ 取 の を 支 活 づ 和 出 裁 部 で に 資 変 行 結 し 侍 
INF ロ RMIATIOIN 王 2 り の 


INF ロ R ロ MATION 3 


JAXA シ ン ポ ジウ スム 2010 
世界 に NN 


8 日 、 1 8 

「 世 界 に 羽ばたく 日 本 の 宇 
開発 ] が 開催 され まし た 。 第 1 部 
「 我 が 国 の ロケ ッ ト 開 発 の 集大成 


統合 地球 エネ ルギー 
水循環 観測 プロ ジェ クト の 
国際 調整 区 部 会 が 

日 60 
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JAXA's 編集 委員 会 

委員 長 的 川 素 宣 

副 委 員 長 舘 和 夫 

委員 阪本 成一 寺門 和夫 喜多 充 成 
顧問 山根 一 臣 


利用 ミッ ショ ン 本 部 が 参加 し 
\ る 統合 地球 エネ ルギー・ 水 循 
環 観測 プロ ジェ クト 「CEOP」 の 
国際 調整 部 会 [ICB] が 、 第 12 回 
日 本 水 大 賞 の | 国際 頁 献 賞 ] を 受 
賞 し まし た 。 日 本 水 大 賞 と は 、 秋 
篠宮 文仁 親王 殿下 が 名 準 総裁 と 
な っ て 、 現 代 社 会 の 持続 可能 な 発 
展 を 根底 か ら 揺 る が す 可 能 性 が あ 

る 地球 規模 の 気候 変動 に よる 水 循 
環 系 の 健全 化 に 寄与 し た 個人 、 


体 を 表彰 する も る の で す 。CEOP 
は 、 東 京 大 学 、 気象庁 、JAXA 
が 核 と な っ て 組織 され て お り 、 
2001 年 の 発足 以来 、 世 界 の 先導 
役 と し て 地球 水循環 デー タ の 統 融 
合 研究 を 共同 で 実施 し て いま す 。 
今回 の 受賞 は 、 本 プロ ジェ クト を 
推進 する た め に 欠か せな い 国 際 協 
和 に の げた こ 
と こと が 評価 され た も の で す 。 


IH- IEBJ]、 第 2 部 | 日 本 初 の 宇宙 
船 HTV の 挑戦 ]、 第 3 部 [新た な 
有人 宇宙 時 代 の 実現 に 向け て 」 の 
3 つの テー マ を そり 上げ 今 ま で に 
得 ら れ た 成果 や ]AXA が 目指 す 将 
00 紹介 る きれ ま し た 。 若田 光一 

宙 飛 行 士 は 、|「 き ぼう]」 日 本 実験 
本 6 の ま ざ ま か 実験 や 、 各 国 の 
宇宙 飛行 士 と の ISS で の 暮らし を 
映像 と 共に 紹介 。「 人 が 種 と し て 存 
続 し て いく た め に 、 有 人 宇宙 活動 
は 必要 。 科学 技術 立国 で ある 日 本 
が 、 率 先 し て 展開 し て いか な けれ 
ば な ら な い 」 と 語り まし た 。 


A 陸 域 観測 技術 衛星 「 だ いち 」 が 撮影 し た 、 鮮 明 な 東京 都心 の 画像 に 見 入る 参加 者 

B JAXA が 目指 す 宇宙 開発 に つい て 3 部 構成 で トー クセ ッ シ ョ ン が 行わ れ た 

C 現在 若田 宇宙 飛行 士 は 、JAXA の 宇宙 飛行 士 グ レー プ 長 、NASA で は ISS 運 用 ブラ ンチ の チー フ と し て 活躍 し て いる 
D 虎 野 吉彦 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ ( 右 ) と 山中 革 二 フラ イト ディ レク タ ( 左 ) が HTV の 今後 の 展開 に つい て 紹介 


税 子 で 宇宙 を 楽し も う 
JAXA 和 夏 の イベ ント 開催 の お 知ら せ 


JAXA で は 、 親 子 で 楽し ん で いた だ ける イベ ント を 
夏休み に あわ せ て ご 用 意 し て いま す 。 

筑波 宇宙 セン ター の 新 展示 館 オ ー プ ン か ら 、 
小惑星 探査 機 「 は や ぶさ 」| 関 連 の 催し まで 、 

この 機会 に ぜひ ご 参加 いた だ き 、 

夏 の 思い 出 を 作っ て みて は いか が で し ょ うか 。 


円 1 」 


ll ST : : 策 波 宇宙 セン ター 
「JAXA シ ン ボ ジウ ム 2010~ 新 展示 館 オ ー プ ン 
世界 に 羽ばたく 日 本 の 宇宙 開発 <」 8 1 7 月 17 日 、 筑 波 宇宙 セン ター に 新しい 展示 館 が オー 
名 古屋 で 開催 8 は プン し まし た 。 入り 口 で は 1/100 万 スケ ー ル の 美 
4 ル ョ レル / ペ 8 6 し い 地 球 が 来館 者 を 出迎え ます 。 実物 や ほ ば 実物 
画 ト ー ク セッ ショ ン 1 : : に 近い 試験 モデ ル を 展示 し 、 実 績 や 成果 に つい て 
我が国 の ロケ ッ ト 開 発 の 集大成 「H-TB] 5 : 肖 表 議 詳し く ご 紹介 し て いま す 。 
JAXA H-TB プ ロジ ェクト プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 中 村 富 久 : 呈 開館 時 間 10:00 一 17:00 
田 ト ー ク セッ ショ ン 2 5 6 休館 日 年 末年 始 
日 本 初 の 宇宙 船 HTV の 挑戦 : H @ 八 場 無料 (無料 駐車 場 あり ) 
JAXA HTV プ ロジ ェクト プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 虎 野 吉彦 3 『 9 ※ 事 前 の 申し 込み が 必要 で す の で 詳し く は 見 学 案 
フラ イト ディ レク タ 山中 浩 ニ : ] 内 係 029-868-2023 ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 
信 開 催 日 時 9 月 10 日 ( 金 ) P っ 
人 開催 場所 テレ ビア ホー ル 
名 古屋 市 東 区 東桜 1-14-27 
お 問い 合わ せ 先 :052-954-1165 
http://www.tokai-tv.com/event/telepia/ 


= 雪 


入 波 宇宙 セン ター の 新 展 示 館 で は 、「 人 工 衛星 に よ 
る 宇宙 利用 」「 有人: 宇宙 環境 利用 ]|「 ロケ ッ ト ・ 輸 送 
シス テム ]「 宇 宙 科 学研 究 ・ 月 惑星 探査 ] な ど 、 エ リア 


= ご と に 最 先端 の 宇宙 開発 に 触れ る こと が で きま す 
東京 丸の内 = 


「 お か えり 、 は や ぶさ 「 は や ぶさ 」 の 回 収 し た 


ー は や ぶさ 応援 あり が と う イ ベン ト 」 GMT 
「 は や ぶさ 」 が 成し遂げ た 科学 的 . 技 術 的 成果 を 紹介 0070 PR は 
し な が ら 、 さ ま ざ ま な 困難 を あき ら め ず に 乗り 越え て MES2AdMkc0Ao 
いく こと の 大 切 さ を 伝え て いき ます 。 Nd 6 

SA 0 @ 義 催 日 時 /8 月 2 日 (月 ) 6 日 ( 金 

※ 展 示 物 、 展 示 期間 に は 変更 の 可能 性 が あり ます 。 遇 00.40 ま 3 
| 人 @ 開 催 場 所 筑波 宇宙 セン ター 

@ 開 催 日 時 /8 月 15 日 (日 ) 19 日 ( 木 ) 
@ 開 催 場所 JAXAi 
【 トーク ショ ー】 

@ 義 催 日 時 /8 月 15 日 (日 ) 

@ 義 催 場所 丸の内 オア ゾ 1 階 [ つ 〇 (お お ) 広 場 ] 


「JAXA i 

キッ ズ デ ー 2010」 

JAXA 職 員 に よる 楽し い ト ー ク セッ ショ ン 、 バ ラ エ テ 
ィ に 富ん だ 実験 ・ 工 作 教室 な ど 、 盛 り だ くさ ん の 内 容 
で お 送り し ます 。 

人 @ 開 催 期間 8 月 17 日 ( 火 ) 19 日 ( 木 ) 

信 開 催 場所 / 丸 の 内 オア ゾ 1 階 [ 〇 〇 (お お ) 広 場 ] 


背景 の 地図 は 「 だ いち 」 の 観測 画像 な ど を 加工 し た も の 


CZ 人 
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